

































































年度 I57 I 65I n I 751 80 1 81 1 82 I 83 I 84 I 85 I 861 87 1 88 I 89I 90 1 91 
生産台数Io. 7914. osln. 013.坤2.23117.16117. 63123.坤1仰向坤7坤4.4加35150.ぺ51.4o 
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業管理』 1991年10月号） 15ペー ジ以下参照。
5）小宮隆太郎著『現代中国 日中の比較考察品




















































































中国側企業｜パートナー！ 製 品 恒竺竺引契約時期
三菱自動車工業 ｜大型トラックキャフぞ ｜投資結合i’84.11 
日野自動車工業 i大型トラック附／M 技貿結合 1 '85. 3 
長春第一汽車 日産自動車 1小型トラックキャフe ｜技貿結合［ ’84.11 
クライスラ（米〉 l附与I'87. 8 カ苧ソリンエシジン
吉林軽型車厳 I,. . L 出－－＇－－~->ll.<..






湖北第二汽車 i日産ディーゼル工業 キャブ 技術供与 1 '85. 9 
アクスノレ
T/M 
北京第一汽車 IAMC （米〕 j 4WDジープ“チェロッキー” 弁｜’83.5 
北京第二日｜いすず自動車 ！小型トラック（車両全体〕 l技貿結合｜ 85. 1 
北京内燃機廠 IGM c米〉 j 2.0リットノレガソリンエンゾン i技術供与｜ ’88. 1 
天 津 Jペ 車トイツ工業 i軽トラックパン ！附与l山乗用車“シャレード’p
上 海 Y‘マゴ' ｜乗用車“サンタナ” 弁 I 84.10 
南 京 汽 車［イベコ（伊〕 ｜中型トラック ｜技術供与i85. 3 
広 ナ｜、 汽 事 ！フ。ジョー ω ｜小型トラック“505” 弁 1 '85. 3 
｜大型トラック (16トンω い術供与｜重 型 汽 車 （オー ストリア〕
重 慶 t、h' 車 I いすず自動車 ｜小型トラック エノレフ” 弁 1 '85. 2 
和p リ、！？ 汽 車 ｜三菱自動車工業 ｜軽トラック・パン“ミニカ” ｜技術供与｜ 百 7
f斗E』二 杯 汽 事 ｜トヨタ自動車 ｜ワゴン車「ハイエース」 ｜技術供与 ’88 
西 南 汽 車 ！いすず自動車 ｜小型トラ、yク「ヱノレフ」 ｜技術供与 1 '88 
江 西 汽 車 jいすず白動平 ｜小型トラック「エルフ」 ｜技術供与 1 '85. 1 


































































第 3表 中国の自動車輸入 (1961～90)（単位： 10台〉
83 1 84 I 85 1 86 1 87 



































































































































































































































































































































主力工場 ｜関連工場数｜総従業運数｜ 主な生産車種I I C方i人〉！
放 長製春造第一自動車 113 21 乗中型用車ト（ラ紅ッ旗ク〉（解放〉， 小型トラック，工場
風 湖製北第二自動車 297 25 中型トラック（東風〉，微型，小型，造工場 重型トラック
型 済製造南工場自動車 50 7 重型トラック（黄河，紅岩，延安〉
京 北京第二自動車 120 5.5 微型，小型トラック，ジープ製造工場
津 天製造津工場自動車 100 24 微型，小型トラック，乗用車，ミニパス
京 南京場自動車 50 5.5 微型，小型トラック製造工
海 上製造海工場自動車 143 10 各乗用車（サンタナ〕，パス，種トラック， トラクター




















































































































































Q Cサー クノレ内においても， さまざまな問題
を抱えている。たとえば， 日本のダイハツ社
と技術提携関係のある「天津大発汽車公司」
において，提携当初， QCサー クノレが導入さ
れたが，サークノレ内で、賞金を巡るトラブルが
頻出し，日本側は大きな挫折感を味わったと
L、う。
日本的経吉を中国へ導入するに当たっては，
さまざまな問題があり，それゆえ大きな衝突
も生じたが，中国の開放路線の深化とともに，
また，日中両国の経蛍管理者の努力もあコて，
日本的経営は中国の工場の中で定着しつつあ
る。ただし，今のところ，導入されるファグ
ターは生産管理の内容が多く，システム化さ
れていない。とは言え，今後中国の「社会主
義市場経済」25】が発展するのにともなし、，日
本的経営を中間へ導入するステップおよび定
着するファクターの内容はもっと大きく，よ
り豊富になるだろうと予測される。
むすびにかえて一一今後の課題
90年代に入り，中国の自動車産業はその離
陸期を迎えてきた。特に92年以降は，最高実
25) 1992年10月12日から18日まで北京で関かれた
中国共産党第14回全国代表大会では，中国共
産党政権が誕生して以来初めて「社会主義市
場経済体制を建立する」とし、う方針が正式に
打ち出された。
力者である郵小平氏の「南巡談話」を契機に少
中国の対外開放のステップが急速に拡大し，
さらに，最近開催された中国共産党第14回全
国大会において， 「社会主義市場経済」の建
設がこれからの中国経済の発展方向として決
められた。これらのことを背景に，既に「国
民経済と社会発展の 10年企画と『8・5』計
画の綱要」の中で定められた計画目標，つま
り，「1995年に 90万台の弁種自動車を生産す
るj26）とLづ計画も変更せざるを得なくなっ
ている。 11官の人口を抱え，大きな市場を有
する中国の自動車産業の発展動向は，当然の
ことながら各方面の関心を引き寄せている。
しかし，現代産業の歴史が浅く，しかもさ
まざまな誤りを犯してきた中国の自動車産業
には，依然として多くの問題が残されている。
この十数年間，多くの外国の自動車生産・製
造技術を導入してきたが，これら導入された
技術をいかに吸収・消化して，自国の技術体
系の中に取り込むかがこれからの中国の自動
車産業に課されている一つの大きな課題であ
る。また，企業集団の結成を通して， 「旧来
の「乱立」「散在」「品効率」の状態がある程
度克服されたものの，これら企業集団に対す
る中央政府，または各省政府の影響力は依然
として強く，経清的原理に基づく真の企業集
団はまだ形成されていない。また，日本的経
営など外国の経営方式が部分的とはL、え3 す
でに中国の自動車企業に導入されているが，
生産管理技術以外，例えば日本の雇用慣行の
ようなものが中国の企業の中に導入され，定
着されるかどうかは，中国の「特色のある現
代化管理システムJの包容性いかんに関わっ
てくる問題である。
中国の自動車産業は，これからさらに多く
の試練を受けなければならない。
26）『中国汽車貿易指南』（経済日報出版社， 1991
年） 11ペー ジ。
